（参考様式１０）
設備・備品等一覧表

事業所名（　　　　　　　　　　　　　　　　）
	設備の種類
	設備基準への適合状況
	適合の可否
（市記入欄）

	サービス提供上配慮すべき設備の概要


	













	

	消防設備、その他非常用災害設備等（消防法に定められるもの）

	
	

	サービス提供に必要な備品
	備品の品名及び数量
	

	
	
	


※１申請するサービス種類に関して、基準省令で定められた設備基準上適合すべき項目を記載してください
※２「適合の可否」の欄には何も記載しないでください

設備・備品等一覧表記入例


事業所・施設名（　○○事業所　　　　　　　）
	部屋・設備の種類
	設備基準への適合状況
	適合の可否
（市記入欄）

	サービス提供上配慮すべき設備の概要

○居間及び食堂





○宿泊室



○その他サービス提供に必要な
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それぞれの機能を十分に発揮し、利用者が一同に会するのに充分な広さを確保している。また、15人を超える通いの利用者の処遇に支障がないと認められる広さ（1人あたり3㎡）を確保している。

食泊は全て泊まりで対応することとしており、１人あたり7.43㎡の床面積を確保している。


台所、浴室、洗面台等のサービス提供に必要な設備及びこれらに付随する消耗品を備えており、衛生面の配慮も行っている。
	

	消防設備、その他非常用災害設備等（消防法に定められるもの）

	市消防本部の指導に基づき次の設備を設置
・スプリンクラー
・火災通報装置
・誘導灯
・消火器　２本

	

	備品の目録
	備品の品名及び数量
	

	
≪事務室≫
・机
・椅子
・書庫
・シュレッダー

≪相談室≫
・机
・椅子


	

机　　　　　　　２個
椅子　　　　　　４個
書庫（鍵付き）　１台


机　　　　　　　２個
椅子　　　　　　４個



	



